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国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百

年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」を進めて

います。このコーナーでは町や地域が行っている取り組みについて、毎

月お伝えしています。
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お祭りだよ 全員集合！

町を元気にしたい――

そんな思いを形にしたのが「義経まつり」です

秋葉神社のお祭りでは「七福神」も参加しました

さあ、神様も出発されました。全員ではじめよう（鹿島神社）

　国見町の神社は、現在でも大字ごとに村社があり、他の主な神社も含める

と、約 20 社ほどが現存しています。そして、それぞれの地区で春や秋に神

社ごとに「お祭り」が行われています。

　今回の「歴まちさんぽ」は、コロナウイルス感染拡大によりしばらく休止

していた「お祭り」が再開されるなか、あらためて「お祭り」について考え

たいと思います。

国見町の「お祭り」について

　「お祭り」は「祀る」が語源といわれています。また、諸説ありますが「古事記」

の「天の岩戸隠れ」という神話に太陽神を招きだすために人々が岩戸前で踊

り、歌い、楽しむ、というシーンがあります。この人々の行為がお祭りの始

まりといわれています。外の賑やかさに、つい太陽神が出てしまう、となる

のですが、暗い世の中でも人々が明るく前向きに行動すれば良い兆しがある。

お祭りは人々の未来への明るい希望が形になったものと言えます。

神様も好きね～。お祭りが

　お祭りは、地区の人々の願いや事情により神社が創建され、それを祀る宗

教的な行事として行われてきました。

　しかし、時が経過し少しずつ形を変えています。塚野目地区の八幡神社は、

いくさ神として信仰を集めましたが、雨乞いを祈願する祭りなども行われて

います。また、貝田地区の秋葉神社は火伏の神として度々大火に見舞われた

地区の信仰を集め、「鎮火守護」、「五穀豊穣」として祭礼が行われました。

現在は、子どもの健やかな成長も願う「家族が楽しむ祭り」へ変わりました。

お祭りも、時とともに変わります

　いずれにしても、神社を中心としたお祭りは、神様を祀る行事として執り

行われつつ、一方でお祭りを楽しみまた、地区の特徴を生かした行事へと変

わりました。東日本大震災後、「伝統行事や祭礼などが根付いている地区は

復興が早かった」との専門家の意見もあります。

　少子高齢化等によりお祭りの担い手が減少する状況ですが、お祭りが持つ

「伝統の力」によって、故郷の良さをあらためて感じ、多くの方が参加する「お

祭り」であることを願います。

みんな揃ったところで、はじめよう

  あつかしまつりを開催します！ お待ちしています！

　本年の鹿島神社例大祭は、10 月 21

日金が宵祭り（前夜祭）、22 日土が本

祭りとなっています。

　本祭りでは、露店が多数出店し、午

後 6時 30 分頃から勇壮な山車による

「もみ合い」が始まる予定です。ぜひ、

足を運んでください。
問あつかし歴史館  ☎ 585-4520

10:00　  イベントスタート

　　　 ワークショップ、あつかし市場

11:00　内谷春日神社太々神楽公演

11:30　伝統文化みらい協会公演

12:00　芋煮

13:00　イベントクローズ

内 容 　　　　10 月 15 日土

　　　　午前 10 時～午後 1時

　　　　あつかし歴史館

　　　　大木戸ふれあいセンター

日 時

会 場

駐車場

お知らせ
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三好　菜月

（Natsuki Miyoshi）

地域おこし協力隊活動日記
― Activity Report ― Vol.26

　こんにちは、地域おこし協力隊の三好菜月です。

　今回は、放課後塾ハルで年 4 回実施している「フミダス！プロジェクト」

について紹介します！

　フミダス！プロジェクトとは、「自分の世界から、そして今の自分から、一

歩踏み出すことの大切さや楽しさを感じること」を目指して、全国の中高生

とつながり、さまざまなプロジェクトを進めていくものです。

　人生において、新たなチャレンジをする経験は大切だと思っています。そ

のチャレンジの中で、成功と失敗を積み重ねながら、人は成長していきます。

そんな一歩踏み出す経験を子どもたちにしてほしい。そのような思いからで

きたのがこのプロジェクトです。

　国見町からも中学生が参加し、フミダス！の中で、失敗や壁にぶつかりな

がらも挑戦をしている姿が見られたり、自分の将来の夢を自信を持って語り、

今自分ができることを考え、次のステップにつなげようとしている姿がみら

れたりと、子どもたちの変容がうまれています。

　放課後塾ハルは、このような子どもたちが一歩踏み出すことを応援しています。


